
土月6 19日



2



3



4



5



6



7



8



9



営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS
営農ニュース

FARMING NEWS

水

　稲

　
水
稲
栽
培
に
お
い
て
生
育
時
期
別
の
水
管
理
は
根
の
活
力
を

維
持
し
、
気
象
変
化
の
影
響
を
や
わ
ら
げ
良
質
・
安
定
生
産
を

図
る
の
に
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

田
植
後
の
水
管
理
に
つ
い
て

活
着
〜
分
げ
つ
初
期

　
現
在
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
田
植
時
期
で
す
。

田
植
後
、
新
根
が
伸
び
る
ま
で
の
3
〜
4
日
間
は
、
保
温
効

果
を
高
め
、
発
根
を
促
す
た
め
水
深
が
3
cm
よ
り
浅
く
な
ら

な
い
よ
う
に
湛
水
し
ま
し
ょ
う
。
活
着
後
は
除
草
剤
処
理
期

間
を
除
い
て
は
2
cm
程
度
の
浅
水
と
し
ま
す
。
水
深
は
浅
い

ほ
ど
水
温
上
昇
に
有
利
で
あ
り
ま
す
が
、
気
温
の
低
い
と
き

や
風
の
強
い
と
き
は
深
水
に
し
て
保
温
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
畦
畔
を
見
回
り
漏
水
を
防
ぐ
こ
と
も
水
管
理
上
の
重

要
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

水
管
理
・
中
干
し
に
つ
い
て

　
5
月
下
旬
〜
6
月
に
か
け
て
気
温
が
上
昇
す
る
の
に
伴
い
地

温
も
上
が
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
ガ
ス
害
が
発
生
し
や

す
い
環
境
と
な
り
ま
す
。
ガ
ス
害
は
根
の
初
期
生
育
阻
害
要
因

と
な
り
ま
す
の
で
落
水
を
し
て
ガ
ス
抜
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
田
植
え
よ
り
40
〜
45
日
が
経
過
す
る
と
中
干
し
の
時
期
と
な

り
ま
す
。
中
干
し
は
、
窒
素
吸
収
を
抑
え
、
無
効
分
げ
つ
の
発

生
を
防
ぐ
ほ
か
、
土
壌
中
の
有
害
物
質
を
少
な
く
す
る
と
と
も

に
酸
素
を
供
給
し
て
根
の
活
力
低
下
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま

す
。

注
意
点

•
一
発
型
肥
料
を
施
用
し
て
い
る
場
合
は
、
強
い
中
干
し

は
避
け
る
。

•
降
雨
が
続
く
場
合
に
は
長
め
に
中
干
し
を
実
施
す
る
。

ポ
イ
ン
ト

　
中
干
し
時
期
は
梅
雨
時
期
と
な
る
た
め
、
あ
わ
せ
て
溝
切

り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
溝
切
り
を
行
う
こ
と
で
水
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
容

易
に
中
干
し
が
で
き
る
こ
と
と
水
不
足
の
場
合
、
少
な
い
水

を
最
大
限
に
活
用
す
る
手
段
の
１
つ
で
も
あ
り
ま
す
の
で
積

極
的
に
溝
切
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

溝
切
り
の
方
法

①
溝
切
り
は
、
中
干
し
開
始
後
、
田
面
が
や
や
固
ま
っ
た

時
に
行
う
。

②
溝
の
間
隔
は
2
〜
5
ｍ
と
し
、
排
水
が
悪
い
ほ
場
で
は

で
き
る
だ
け
細
か

く
施
工
す
る
。

　
ま
た
、
水
口
と
排

水
口
は
必
ず
溝
に

つ
な
げ
る
。

③
中
干
し
終
了
後
は
、

根
に
急
激
な
変
化

を
与
え
な
い
よ
う

に
走
り
水
を
2
回

行
い
、
間
断
潅
水

を
実
施
す
る
。

ケ
イ
酸
質
資
材
の
施
用
に
つ
い
て

　
ケ
イ
酸
質
資
材
の
施
用
に
よ
り
「
根
の
活
性
化
」
が
促
進

さ
れ
、
葉
茎
が
硬
く
な
り
「
耐
倒
伏
性
」
や
「
病
害
虫
耐
性

向
上
」
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
稲
体
の
受
光
態
勢
が
良

く
な
り
「
光
合
成
能
力
が
向
上
」
す
る
の
で
積
極
的
な
施
用

を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
特
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
耐
倒
伏
性
向
上
、
つ
や
姫
、
き
ぬ
む

す
め
は
葉
色
が
濃
い
こ
と
か
ら
病
害
虫
耐
性
向
上
を
目
的

に
施
用
し
ま
す
。

施
用
時
期
：
出
穂
前
35
〜
45
日
頃
（
6
月
中
下
旬
〜
7
月
上
旬
）

施
用
量
：
ケ
イ
酸
加
里
・
ス
ー
パ
ー
ケ
イ
サ
ン 

20
㎏
〜
30
㎏
/
10
a

　
　
　
　
　
け
い
太
く
ん
　
20
㎏
/
10
a

ケ
イ
酸
加
里：

溶
け
に
く
い
た
め
中
干
し
前
の
施
用
が
効
果
的

ス
ー
パ
ー
ケ
イ
サ
ン
：

溶
け
や
す
い
た
め
中
干
し
後
の
施
用
が
効
果
的

排水が良好なほ場

排水が悪いほ場

排
水
が

悪
い
ほ
場

中
干
し
期
間

5
〜
7
日
間

7
〜
10
日
間

田
面
が
強
く
ひ
び
割
れ
、

皮
靴
で
も
入
れ
る
よ
う
な

状
態
。

排
水
が

良
好
な
ほ
場

中
干
し
の
程
度

田
面
が
軽
く
ひ
び
割
れ
る

程
度

（
生
育
に
よ
っ
て
多
少
誤
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
数
株

確
認
し
て
中
干
し
開
始
時
期
を
決
め
ま
し
ょ
う
）

茎
数
が
20
本
／
1
株
あ
た
り

薬剤名 適用雑草名 使用量・希釈倍数
（10aあたり） 使用時期 散布方法 使用

回数

湛水散布
又は落水散布

落水散布又は
ごく浅く

湛水して散布

湛水散布又は
無人航空機
による散布

湛水散布又は
落水散布

落水散布又は
ごく浅く

湛水して散布

フォローアップ
１キロ粒剤

レブラス
１キロ粒剤

クリンチャー
１キロ粒剤

クリンチャー
ジャンボ

クリンチャー EW
（展着剤使用）

バサグラン粒剤

バサグラン液剤

トドメＭＦ１キロ粒剤

トドメバスＭＦ液剤

トドメＭＦ乳剤

クリンチャーバスME液剤
（展着剤は使用しない）

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ミズガヤツリ、ウリカワ、
クログワイ、オモダカ、コウキヤガラ、
ヒルムシロ、セリ、シズイ

ノビエ、キシュウスズメノヒエ、
アゼガヤ

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

水田一年生雑草（イネ科を除く）、マツバイ、
ホタルイ、ウリカワ、ミズガヤツリ、
ヘラオモダカ、オモダカ、クログワイ、
エゾノサヤヌカグサ、シズイ
水田一年生雑草（イネ科を除く）、マツバイ、
ホタルイ、ウリカワ、オモダカ、ミズガヤツリ、
ヘラオモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、
エゾノサヤヌカグサ、シズイ、クサネム
水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ウリカワ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、
オモダカ、セリ、クログワイ、コウキヤガラ、
シズイ、キシュウスズメノヒエ

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、オモダカ、ミズガヤツリ、
ウリ、キシュウスズメノヒエ、クログワイ、
ヒルムシロ、セリ、コウキヤガラ

ノビエ

ノビエ、キシュウスズメメノヒエ、
アゼガヤ

移植後15日～ノビエ5葉期
(稲４葉期以降)
但し、収穫60日前まで

移植後14日～ノビエ4葉期 
但し､収穫60日前まで

移植後7日～ノビエ4葉期
但し､収穫30日前まで

移植後25日～ノビエ5葉期
但し､収穫30日前まで

移植後7日～ノビエ4葉期
但し､収穫30日前まで

移植後25日～ノビエ5葉期
但し､収穫30日前まで

移植後20日～ノビエ6葉期
但し、収穫30日前まで

移植後15～55日
但し収穫60日前まで

移植後15～55日
但し収穫50日前まで

移植後15日～ノビエ５葉期
但し、収穫50日前まで

移植後14日～ノビエ5葉期
まで但し､収穫50日前まで

移植後14日～ノビエ7葉期
まで但し､収穫50日前まで

移植後15日～ノビエ6葉期
但し､収穫50日前まで

湛水散布又は
無人ヘリコプター

による散布

湛水状態にし、
小包装(パック)の
まま投げ入れる

※上記の薬剤には、無人航空機（無人ヘリ・ドローン）での散布登録も含まれるため、使用する際には、必ず登録内容をご確認いただきご使用ください。

残草処理除草剤一覧

藻類(アオミドロ)対策について

※「つや姫」「きぬむすめ特別栽培米」の後期除草剤としてクリンチャー１キロ粒剤・クリンチャージャンボ・クリンチャー
ＥＷ・バサグラン粒剤・バサグラン液剤・クリンチャーバスＭＥ液剤が使用できます。（黄色の部分）草種別に薬剤選定
し使用する。（原則使用回数１回）

　近年、5月の気温が高いことから藻類(アオミドロ)の発生が見受けられます。発生量が多いと、水温や地温の低下、苗
のなぎ倒し等により初期生育を抑制することがあります。アオミドロは以下の条件が揃うと増殖しやすくなります。

①地力が高い（土中の有機物や窒素、リン酸が多い場合に多発）
②水温が生育に適している（水温が20～25℃程度になると増殖する）
③日射量が多い（日照時間が長くなると光合成量が増加する）
①一時的な間断潅水（水の入替え）により軽く干し土壌表面に落着かせる
②除草剤の土壌処理層が形成された後は、浅水管理（2～3㎝程度）とする
　(深水にしていると藻類の発生密度が高まり苗のなぎ倒しの原因となる)
③発生量が多い場合は藻類（アオミドロ）に登録のある除草剤「モゲトン粒剤」を散布する
※つや姫では「モゲトン粒剤」を1回のみ使用可能です。

２回
以内

２回
以内

２回
以内

２回
以内

３回
以内
２回
以内

２回
以内

２回
以内

小包装（パック）
20個（１㎏）

小包装（パック）
10個（400g）

小包装（パック）
30個（1.5㎏）

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ウリカワ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、
ヒルムシロ、セリ、オモダカ、クログワイ、
コウキヤガラ、シズイ

レブラス
ジャンボ

移植後14日～ノビエ4葉期 
但し､収穫60日前まで

１㎏

１㎏

１㎏

１.5㎏

1kg

200㎖/水25～100ℓ

1000㎖/100ℓ

500～700㎖/水70～100ℓ

３～４㎏

100㎖/水25～100ℓ

１回

１回

１回

１回

ノミニー液剤
イボクサ

クサネム
移植後30日～
クサネムの草丈40㎝まで
但し、収穫60日前まで
移植後30日～
イボクサの茎長30㎝まで
但し、収穫60日前まで

50～100㎖/水100ℓ

50～100㎖/水100ℓ
１回

○
中
干
し
時
期（
目
安
：
田
植
後
40
〜
45
日
頃
）

1000㎖/水70～100ℓ

薬剤名

モゲトン
粒剤

藻類
(アオミドロ、
アミミドロ）
ウキクサ類

2～ 3
㎏

3回
以内

藻類、ウキクサ
類の発生始～発
生盛期但し、収
穫45日前まで

使用時期 使用量適用雑草名 本剤使用
回数

発
生
条
件

対 

応 

策

湛水散布又は
無人ヘリコプター

による散布

水田に
小包装(ﾊ ｯ゚ｸ)の
まま投げ入れる

落水散布又は
ごく浅く

湛水して散布

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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し
ま
す
。

施
用
時
期
：
出
穂
前
35
〜
45
日
頃
（
6
月
中
下
旬
〜
7
月
上
旬
）

施
用
量
：
ケ
イ
酸
加
里
・
ス
ー
パ
ー
ケ
イ
サ
ン 

20
㎏
〜
30
㎏
/
10
a

　
　
　
　
　
け
い
太
く
ん
　
20
㎏
/
10
a

ケ
イ
酸
加
里：

溶
け
に
く
い
た
め
中
干
し
前
の
施
用
が
効
果
的

ス
ー
パ
ー
ケ
イ
サ
ン
：

溶
け
や
す
い
た
め
中
干
し
後
の
施
用
が
効
果
的

排水が良好なほ場

排水が悪いほ場

排
水
が

悪
い
ほ
場

中
干
し
期
間

5
〜
7
日
間

7
〜
10
日
間

田
面
が
強
く
ひ
び
割
れ
、

皮
靴
で
も
入
れ
る
よ
う
な

状
態
。

排
水
が

良
好
な
ほ
場

中
干
し
の
程
度

田
面
が
軽
く
ひ
び
割
れ
る

程
度

（
生
育
に
よ
っ
て
多
少
誤
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
数
株

確
認
し
て
中
干
し
開
始
時
期
を
決
め
ま
し
ょ
う
）

茎
数
が
20
本
／
1
株
あ
た
り

薬剤名 適用雑草名 使用量・希釈倍数
（10aあたり） 使用時期 散布方法 使用

回数

湛水散布
又は落水散布

落水散布又は
ごく浅く

湛水して散布

湛水散布又は
無人航空機
による散布

湛水散布又は
落水散布

落水散布又は
ごく浅く

湛水して散布
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クリンチャー EW
（展着剤使用）

バサグラン粒剤
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トドメＭＦ１キロ粒剤

トドメバスＭＦ液剤

トドメＭＦ乳剤

クリンチャーバスME液剤
（展着剤は使用しない）

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ヘラオモダカ、ミズガヤツリ、ウリカワ、
クログワイ、オモダカ、コウキヤガラ、
ヒルムシロ、セリ、シズイ

ノビエ、キシュウスズメノヒエ、
アゼガヤ

一年生雑草及び
多年生広葉雑草

水田一年生雑草（イネ科を除く）、マツバイ、
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但し、収穫60日前まで
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但し､収穫30日前まで
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※上記の薬剤には、無人航空機（無人ヘリ・ドローン）での散布登録も含まれるため、使用する際には、必ず登録内容をご確認いただきご使用ください。

残草処理除草剤一覧

藻類(アオミドロ)対策について
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ＥＷ・バサグラン粒剤・バサグラン液剤・クリンチャーバスＭＥ液剤が使用できます。（黄色の部分）草種別に薬剤選定
し使用する。（原則使用回数１回）

　近年、5月の気温が高いことから藻類(アオミドロ)の発生が見受けられます。発生量が多いと、水温や地温の低下、苗
のなぎ倒し等により初期生育を抑制することがあります。アオミドロは以下の条件が揃うと増殖しやすくなります。

①地力が高い（土中の有機物や窒素、リン酸が多い場合に多発）
②水温が生育に適している（水温が20～25℃程度になると増殖する）
③日射量が多い（日照時間が長くなると光合成量が増加する）
①一時的な間断潅水（水の入替え）により軽く干し土壌表面に落着かせる
②除草剤の土壌処理層が形成された後は、浅水管理（2～3㎝程度）とする
　(深水にしていると藻類の発生密度が高まり苗のなぎ倒しの原因となる)
③発生量が多い場合は藻類（アオミドロ）に登録のある除草剤「モゲトン粒剤」を散布する
※つや姫では「モゲトン粒剤」を1回のみ使用可能です。

２回
以内

２回
以内

２回
以内

２回
以内

３回
以内
２回
以内

２回
以内

２回
以内

小包装（パック）
20個（１㎏）

小包装（パック）
10個（400g）

小包装（パック）
30個（1.5㎏）

水田一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、
ウリカワ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、
ヒルムシロ、セリ、オモダカ、クログワイ、
コウキヤガラ、シズイ

レブラス
ジャンボ

移植後14日～ノビエ4葉期 
但し､収穫60日前まで

１㎏

１㎏

１㎏

１.5㎏

1kg

200㎖/水25～100ℓ

1000㎖/100ℓ

500～700㎖/水70～100ℓ

３～４㎏

100㎖/水25～100ℓ

１回

１回

１回

１回

ノミニー液剤
イボクサ

クサネム
移植後30日～
クサネムの草丈40㎝まで
但し、収穫60日前まで
移植後30日～
イボクサの茎長30㎝まで
但し、収穫60日前まで

50～100㎖/水100ℓ

50～100㎖/水100ℓ
１回

○
中
干
し
時
期（
目
安
：
田
植
後
40
〜
45
日
頃
）

1000㎖/水70～100ℓ

薬剤名

モゲトン
粒剤

藻類
(アオミドロ、
アミミドロ）
ウキクサ類

2～ 3
㎏

3回
以内

藻類、ウキクサ
類の発生始～発
生盛期但し、収
穫45日前まで

使用時期 使用量適用雑草名 本剤使用
回数

発
生
条
件

対 

応 

策

湛水散布又は
無人ヘリコプター

による散布

水田に
小包装(ﾊ ｯ゚ｸ)の
まま投げ入れる

落水散布又は
ごく浅く

湛水して散布

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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グリーンセンターから TEL 73-9070生活課から TEL 73-9622

洋裁教室生徒募集中洋裁教室生徒募集中

お問い合わせは… JAしまね 斐川地区本部 生活課  TEL73-9622

資材課から TEL 73-9619
営農第一課から TEL 73-9616

令和3年 5月18日（火）14：00～令和3年 5月18日（火）14：00～と  き

・出荷者協議会の会員になるためには
・活動内容についての説明
・出荷者協議会の会員になるためには
・活動内容についての説明 ※会員資格は男女問いません※会員資格は男女問いません

内  容

JAしまね斐川地区本部 営農総合センターJAしまね斐川地区本部 営農総合センターところ
ご自宅でできた自慢の野菜・花・果物な
どを、自分のペースで出したい時に出し
ながら、仲間と楽しく元気に活動してい
ます！

皆さんお気軽
に

ご参加ください
!!野菜等出荷者協議会新規会員説明会野菜等出荷者協議会新規会員説明会

会   場 ＪＡしまね出東支店 会議室ＪＡしまね出東支店 会議室 ※材料とミシンは
　各自でご持参
　ください。日  時 第１・第3 月曜日第１・第3 月曜日

講  師 岡   由美 先生岡   由美 先生

AM9:30～AM11:30AM9:30～AM11:30

講習費 1回1回 1,600円1,600円

オリジナルの服やカバンを
作ってみませんか?

基本から応用まで 作りたい作品を
自由に製作できる教室です。

洋服のリフォーム

★祝日の場合は次の週となります★祝日の場合は次の週となります
★1回だけの参加でもOK!その場合はご連絡して下さい★1回だけの参加でもOK!その場合はご連絡して下さい

※募集人数に限りがありますのでお早めにお申し込み下さい！※募集人数に限りがありますのでお早めにお申し込み下さい！

野菜作りの前に土作り!!野菜作りの前に土作り!!

農薬を使用する際はラベルをしっかり確認しましょう！！

をご紹介をご紹介牛糞完熟堆肥

品　名 農 場 名 規　格 税込価格 備　考

牛糞堆肥
（完熟）

㈲ 島 根 農 場

㈲ 糸 川 牧 場

㈲かつべ種畜牧場

3t車

4t車

2t車

2t車

7，000円
9，180円
7，500円
13,000円

おがくず

もみがら・バーク・おがくず等

おがこ・バーク等

野菜などの作物づくりに欠かせない牛糞堆肥。園芸をされる前に
堆肥を畑や田んぼに入れて、土づくりをされてはいかがでしょう？

作物によって使用できる農薬や、使用できる回数、希釈倍率が違います。
使用前にラベルを確認しましょう！
農薬を適切に使用して安心・安全な作物をつくりましょう！！

〇
〇
剤

商品はお取り寄せになります

　
４
月
15
日
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
令
和
２
年
産
ハ
ト
ム

ギ
の
優
秀
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
共
励
会
は
、
管
内
の
ハ
ト
ム
ギ
生
産
者
全
体
の
栽
培
技
術
の

底
上
げ
を
目
的
と
し
平
成
30
年
産
よ
り
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、「
第
14
回
定
期
総
会
」
の
開
催
に
併
せ
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
令
和
２
年
産
で
の
栽
培
管
理
を
は
じ
め
と
し

た
優
良
事
例
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

ハ
ト
ム
ギ
生
産
の
優
秀
者
を
表
彰

最
優
秀
賞

（
農
）
じ
き
ょ
う

優 

秀 

賞

（
農
）
ア
グ
リ
ー
ド
羽
根

優 

秀 

賞

（
農
）
お
き
す

左から　（農）アグリード羽根、（農）じきょう、（農）おきす

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
営農ニュース
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わ
れ
ま
し
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。
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ニュース トピックス

我が子自慢・我が子自慢・

「我が子自慢・孫自慢」
あなたの撮った写真を掲載してみませんか？

プロ・アマ問いません。 ※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先大募集！！

孫自慢孫自慢

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
25
万
本
咲
き
誇
る

　
斐
川
町
今
在
家
の
北
村
一
夫
さ
ん
が
管
理
す
る
80
ア
ー

ル
の
圃
場
で
、
昨
年
11
月
中
旬
に
植
え
た
「
オ
レ
ン
ジ
エ

ン
ペ
ラ
ー
」、「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
」、「
ビ
ッ
グ
ス
マ
イ

ル
」
な
ど
30
種
類
約
25
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
４
月
上

旬
か
ら
順
次
咲
き
始
め
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
じ
ゅ
う
た

ん
の
様
に
咲
き
誇
り
一
面
を
彩
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
」
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
見
頃
を
迎
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
目
当

て
に
４
月
４
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
約
１
万
５
千
人
の
来

場
が
あ
り
ま
し
た
。
来
場
者
は「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
見
る
と
、
春
の
訪

れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
心
の
癒
し
に
も
な
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
４
月
12
日
に
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
大
研
修
室
、
13

日
に
斐
川
地
区
本
部
４
階
大
ホ
ー
ル
で
「
一
日
日
本
農
業

新
聞
大
会
」
を
開
催
し
、
運
営
委
員
、
役
職
員
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
ネ
ッ
ト
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
農
業

新
聞
中
国
四
国
支
所
の
鈴
木
祐
子
支
所
長
に
講
師
を
務
め

て
い
た
だ
き
、
情
勢
報
告
と
農
業
新
聞
の
重
要
性
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
文
化
活
動
を
通
し
て
農

協
人
と
し
て
の
知
識
、
資
質
を
高
め
、
よ
り
多
く
の
情
報

を
発
信
し
て
組
合
員
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

し
ま
ね
安
全

　
　
　ド
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
テ
ス
ト

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
「
し
ま
ね
安

全
ド
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
０
」
に
お
い
て
、
斐

川
地
区
本
部
で
は
役
職
員
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
無
事
故

無
違
反
に
努
め
よ
う
と
72
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
伊

波
野
支
店
チ
ー
ム
が
最
高
賞
の「
し
ま
ね
っ
こ
賞
」に
輝
き
、

実
行
委
員
会
委
員
長
の
丸
山
達
也
県
知
事
よ
り
「
令
和
３

年
春
の
全
国
交
通
安
全
推
進
の
集
い
」
の
式
典
に
お
い
て

贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
同
地
区
本
部
で
は
、
役
職
員
を
対

象
に「
安
全
運
転
管
理
者
だ
よ
り
」の
周
知
や
、「
交
通
安
全
・

防
犯
対
策
研
修
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
役
職
員
一
同
、
無
事

故
無
違
反
を
目
標
に
交
通
安
全
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

一
日
日
本
農
業
新
聞
大
会

左から、池田直紀職員、北村徹職員、糸賀政宏職員

堀内　瑠斗くん   （8歳）
　　　釉乃ちゃん（7歳）

るい と

ゆ　の

あお と

左

３人の笑顔が一番です。
兄妹仲良く元気に育ってね！！

出東地区 堀内　 洋司さん

中

　　　碧斗くん   （8歳）右

投稿者

　つつじ園では、今年も花盛りの出雲市内や雲南市など、あちらこちらへ花見にお出かけしました。３月下旬から４
月上旬にかけて桜が見頃で、大東の河津桜や三刀屋の枝垂れ桜、馬木不動尊、愛宕山、斐川公園に桜を見に行き、
満開の桜の木の下で写真を撮りました。その後はチューリップ、つつじ、藤の花と、次 と々見頃を迎える花 を々楽し
みました。
　園内では、皆さんにクレープを焼いて頂き、ホイップクリーム、フルーツ、チョコレートソースで飾りつけをして召し上がっ
て頂きました。また、５月の端午の節句を前に大型カレンダー用に新聞紙で兜（かぶと）を作りました。皆さんそれを被っ
て写真撮影。ステキな笑顔が見られました。

デイサービスセンターつつじ園

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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「我が子自慢・孫自慢」
あなたの撮った写真を掲載してみませんか？
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